
 

 回 覧 

4 月号 

コロナ禍では、地域で人々が交流しにくい状況が続いており、防犯活動が例年通

りに行えないため、以下のとおり新たな対策を講じ実施しました。 

 

（１） 緊急事態宣言が発出された昨年４月に、職員が手作りで動画を撮影し DVDを作成、

市内の小学校へ配布しました。従来はそれぞれの小学校に於いて防犯教室を開催し、

「自分を守る力」を学んできましたが、それに代わるものとして、実際に小学生にも協

力していただき、通学路における声掛け事案を再現した動画となっており、いざとい

うときの対処方法についても詳しく解説しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） ボランティア市民による防犯指導員の防犯パトロールが三密になるた 

め従来通り行えないことから、新型コロナウイルス感染症対策臨時交付 

金を活用し、主要な交差点等に防犯カメラ１５台を整備しました。 

これで、市内の防犯カメラは６６台となり、ほぼ全域をカバー 

することとなりました。 

設置台数は近隣市と比べ 

ても多く、今後、設置場所 

を、広報等で広く周知する 

ことにより、犯罪が起こり 

にくい環境づくりに寄与す 

るものと考えています。 

 

 

これあげるから、

一 緒 に 遊 ぼ う

よ！ 

いやです！ 
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（３） 不審者情報をもとに、安全・安心メールの配信、パトロールによる見守り強化に加え

て、直接現地に設置する詳しい情報提供看板（場所、不審者の特徴を明記したもの）を

作成しました。安全・安心メールに登録していない市民への情報提供と共に、不審者自

身への警告効果も期待され、連続発生の防止につながるものと考えています。 

  

 

以上、茂原市が取り組む、コロナ禍での、防犯対策に加わった３つの取り組みについてお知

らせします。 

 

 

 

 

不審者に遭遇したら躊躇せず、大声をあげて周りに助けを求めましょう。 

日頃から、お子さんと危険を回避する為の合い言葉を学び、実践しましょう。 

 

いか ：知らない人について行か（いか）ない。 

        

 の  ：知らない人の車に乗（の）らない。 

        

     お  ：「助けて」と大声（お）を出したり、 

防犯ブザーを活用する。 

  

            す  ：怖い思いをしたら大人のいる方へ 

すぐ（す）逃げる。 

 

し  ：周りの人にすぐ知（し）らせる。 

 

 

（１）茂原市防犯ボックス（毎日 12：00～20：00） 

℡０４７５－２３－８１７１ 

（２）茂原市役所 市民部 生活課（月～金 8：30～17：15） 

   ℡０４７５－２０－１５０５ 

 


